
脳 の 迅 礼国
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一
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
一

各
学
年
の
委
員
も
決
ま
り
、
４
月
Ⅳ
日
（
土
）

の
遁
時
釦
分
か
ら
理
事
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
役
員
候
補
型
年
度
決
算
犯
年
度
予
算
、

理
年
産
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
５
月
晦
日
（
土
）
の
ｎ
時
か
ら
視
聴

覚
室
で
行
い
ま
玄
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
が

参
加
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
式
欠
席
さ
れ

る
方
は
委
任
状
を
必
ず
ご
提
出
下
さ
い
。

５
月
の
お
も
な
行
書
季

５
月
６
日
（
杢
短
縮
授
業
墜
育
祭
練
習

５
月
７
日
（
金
）
短
縮
授
業
体
言
星
示
練
習

５
月
９
日
（
日
）
吹
一
釜
不
部
保
護
者
会

５
月
皿
日
（
月
）
建
言
祭
準
備

５
月
ｎ
日
（
火
）
体
言
星
示

５
月
⑫
日
（
水
）
体
一
息
泰
予
備
日
①

５
月
過
日
（
主
体
言
屋
赤
予
備
日
②

５
月
腔
日
（
金
）
笠
言
察
予
備
日
③

５
月
晦
日
（
土
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

蛍
友
会
幹
事
会

５
月
旧
日
（
火
）
腎
臓
・
糖
尿
病
検
診

５
月
四
日
（
水
）
３
年
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

５
月
聖
日
（
月
）
教
育
実
習
第
一
次
始

５
月
型
日
（
月
）
～
”
日
（
木
）

一
学
期
中
間
考
査

５
月
犯
日
（
金
）
校
外
学
習
（
２
毎

模
擬
試
験
（
３
毎

５
月
皿
日
（
月
）
教
一
塁
云
習
第
２
次
始

教
科
か
ら
の
話
題

脳
の
話
生
物
科
渡
辺
雅
代

最
近
の
脳
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

信
じ
ら
れ
て
い
た
常
識
が
覆
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
実
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
内
容
で
す
。
私
た
ち
人
間
の
基

本
的
な
脳
の
構
造
に
は
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

頭
の
良
し
悪
し
は
、
脳
を
活
性
化
で
き
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
○
脳
の
中
で
唯
一
「
海

馬
（
か
い
ば
）
」
と
い
う
部
分
の
細
胞
は
分
裂
し

ま
可
「
海
馬
」
は
記
憶
に
お
い
て
重
要
な
働
き

を
し
、
何
を
記
憶
す
べ
き
か
ふ
る
い
わ
け
る
場

所
で
圭
兆
遊
び
道
具
が
た
く
さ
ん
あ
る
カ
ゴ
で

ネ
ズ
ミ
を
飼
う
と
海
馬
は
発
達
し
ま
す
が
、
何

も
な
い
狭
い
カ
ゴ
で
は
、
ネ
ズ
ミ
の
海
馬
は
す

ぐ
退
化
し
ま
｛
も
再
び
遊
べ
る
カ
ゴ
に
移
す
と

海
馬
は
発
達
し
て
い
き
ま
｛
も
つ
ま
り
頭
が
良

く
な
る
の
で
す
ｂ
ま
た
「
海
馬
」
は
近
く
に
あ

る
「
馬
桃
体
（
へ
ん
と
う
た
い
）
」
の
影
響
を
受

け
ま
｛
も
一
馬
桃
体
は
感
情
に
関
係
す
る
場
所
で
、

面
白
い
、
楽
し
い
と
い
う
感
情
は
海
馬
を
活
性

化
し
ま
す
が
、
イ
ヤ
だ
と
か
嫌
い
と
い
霊
２
感
情

声、劃

巳Ｅｒｅｂﾃ｡雨

は
、
海
馬
の
働
き
を
低
下
さ
せ
｝
圭
路
面
倒
だ
、

イ
ヤ
だ
と
思
い
な
が
ら
や
る
こ
と
は
、
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
な
が
ら
進
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
や
効
率
が
悪
い
だ
け
で
な
く
、
ち
っ

と
も
進
ま
な
い
の
で
ま
す
ま
す
イ
ヤ
に
な
る
の

で
証
ま
た
、
「
海
馬
」
は
間
違
え
た
こ
と
を
大

切
な
こ
と
だ
と
識
別
す
る
の
で
、
む
し
ろ
記
憶

に
と
っ
て
は
函
製
逢
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
や

さ
ら
に
「
や
る
気
」
に
関
す
る
脳
細
胞
は
、

決
し
て
自
分
で
は
活
動
し
ま
せ
ん
。
や
る
気
が

な
い
と
待
っ
て
い
て
も
仕
方
な
い
の
で
す
○
や

る
気
が
無
く
て
も
や
り
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
細
胞
は
活
性
化
し
、
ど
ん
ど
ん
集
中
力
が
高

ま
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

（
※
注
海
馬
は
魚
の
一
種
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
こ
と
）

【
参
考
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蕨
（
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わ
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人
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読
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濯
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※
上
図
は
本
書
よ
り
引
用
し
ま
し
た
。

「
脳
を
活
か
す
勅
語
捧
塵
茂
木
健
一
郎
国
崖
〉
缶
ｏ
Ｓ
）

雷
奉
純
な
脳
、
複
屍
雑
な
寺
些
」
池
谷
裕
二
朝
日
出
版
曾
邑

一
一
巻
蚕
隼
浩
準
鰭
零
“
鍬
為
ダ
ン
ス

４
月
打
日
（
土
）
の
６
時
間
目
、
一
学
年
は

ベ
ネ
ッ
セ
コ
Ｌ
ホ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
奏
垂
壷
帥
に
、

「
夢
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
題
で
進
学
の

心
構
え
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
一
年
の
と
き
か
ら
の
学
習
蒔
間
で
差
が
つ
く
。

○
セ
ン
タ
ー
試
験
や
太
字
入
試
問
題
の
ほ
と
ん

ど
が
教
科
書
か
ら
。
「
受
験
勉
強
」
と
は
す
な
わ

ち
、
授
業
、
基
礎
基
本
の
徹
底
に
他
な
ら
な
い
！

○
模
舞
試
験
は
自
分
を
映
寸
産
蝿
ま
た
、
本
番

の
最
大
の
予
行
演
習
。
徹
底
的
に
活
用
し
よ

法
フ
！

雪
雲
量
。
。
隼
婁
エ
ピ
ソ
ー
ふ
ド

■

～
も
う
一
つ
の
枝
歌
～

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
第
１
学
年
は
校
歌
の
練

習
を
し
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
も
折
に
触
れ
、

ふ
と
校
歌
を
口
ず
さ
め
る
と
い
い
で
す
ね
。
雪
局

の
百
年
の
歴
史
の
中
で
、
校
歌
が
二
つ
あ
っ
た
こ

と
ご
存
じ
で
す
か
？
創
立
八
十
周
年
記
今
裳
恥
を
ひ

も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊

現
在
の
校
歌
は
、
昭
和
調
年
の
制
定
以
来
親

し
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
調
年
３
月
８
日
に

新
た
な
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
た
め
に
昭
和
死

年
３
月
ま
で
の
理
年
間
「
第
二
校
歌
（
雪
谷
賛

歌
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
新
た
に
制
定
さ
れ
た

校
歌
は
鈴
木
当
之
第
弄
怖
校
長
の
「
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
新
し
い
も
の
を
」
と
い
う
意
向
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
始
業
式
・
終
業
式
の
最
初
と
最
後

に
必
ず
校
歌
と
讃
歌
の
２
曲
を
、
そ
れ
ぞ
れ
３

番
ま
で
玉
拝
江
本
生
の
指
揮
に
よ
っ
て
生
徒
全
員

が
歌
っ
て
い
た
。
校
歌
と
し
て
は
珍
し
い
３
拍

子
の
リ
ズ
ム
で
、
「
雪
谷
讃
歌
」
と
と
も
に
歌
い

継
が
れ
た
が
、
迭
弟
に
生
徒
も
声
を
出
し
て
歌

わ
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
「
雪
容
讃
歌
」
の
方
が

生
徒
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
留

年
に
、
「
雪
谷
讃
歌
」
を
正
式
な
校
歌
に
す
る
と

い
う
決
定
が
な
さ
れ
た
。

（
「
雪
谷
帥
年
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
）

○
継
続
は
力
な
り
。

○
今
こ
そ
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
ス
タ
ー

ト
す
る
に
は
今
し
か
な
い
！


